
水越防犯パトロール隊に功労団体表彰
　７月22日、くまもと犯罪の起きにくいまちづくり活動
功労団体表彰がホテル熊本テルサで行われ、水越防犯パト
ロール隊（西川勝隊長・15人）が受賞しました。これは、
地域社会の安心安全を目指し、犯罪の起きにくいまちづく
りの取組みを行っている団体が表彰され、今年は６団体が
受賞。同隊は、自主防犯パトロールや子どもたちへの見守
り活動、危険箇所の点検、高齢者宅への訪問などを行って
います。受賞後は、同隊の竹下紀一隊員から主な活動を発
表。西川隊長は「（受賞は）隊員をはじめ地域住民にとっ
て大きな励みになる。今後も地域で犯罪が起きないように
積極的な防犯活動を行っていきたい」と話しました。

人生百歳クラブ開校式
　７月10日、田代西部地区にお住まいの人を対象に
した、人生百歳クラブの開校式が北田代分館で開催さ
れました。人生百歳クラブとは、運動や口腔機能の向
上、栄養改善、認知症予防を図る教室です（18人参加）。
教室は、くまもと健康支援研究所を中心に、田代西部
地区の介護予防・生活支援サポーターも一緒に活動し
ながら行われます。参加者は、筋トレやストレッチを
を通して、笑いながら楽しく行い、地域の人との交流
を深め合いました。

吉無田「森の学校」―フットパス体験
　７月28日、吉無田高原で夏のフットパス「吉無田
“森の学校”」が開催されました。特定非営利活動法人
愛郷吉無田（渡邊秀和理事長）主催で行われ、吉無田
水源を発着点とした約4.3km、約30人が参加。吉無
田の広大な森の中で自然を感じながら歩きました。途
中、大きな杉の木と出会い、参加者たちは両手を広げ
てギューッと抱きつき、自然の癒しを実感。初めて参
加した北村ヒロ子さん（熊本市）は「こんなに大きな
杉の木があることを知らなかった。コースの中で鳥の
鳴き声を聞きながら森の中を歩くのが気持ちいい。ま
た参加したい」と笑顔で話しました。　

御船中学校で地域未来塾開講式
　７月19日、御船中学校（井上幸三校長・389人）
で地域未来塾の開講式が行われました。地域未来塾と
は、地域と協力した学習プロジェクトで、元教職員な
どによって取り組まれるもので、３年生が対象になり
ます。塾では、“基礎・標準・発展”と３つのコース
から選ぶことができ、受講する生徒はそれぞれのレベ
ルに合わせて学ぶことができます。今年は最多となる
103人の申込みの中で、宮本和貴くんは「この地域未
来塾で自分の弱点を克服し、応用などに対応できるよ
うに学力を上げたい」と抱負を話しました。

1.2.4_田植えを楽しむ子どもたち「おいしい
餅米になりますように」　
3_德永さんから徹底指導！

　受賞した水越防犯パトロール隊の皆さん

　みんな笑顔で、人生百歳！！

神秘的な吉無田の森へ、さあ行こう！！

開講式で意気込みを語る宮本くん

第69回社会を明るくする運動でメッセージ伝達
　７月８日、第69回社会を明るくする運動強調月間
により総理大臣および熊本県知事からのメッセージ伝
達が行われました。上益城地区保護司会赤星良一会長
は「軽犯罪や保護観察を受ける人は、年々減少してい
る。今後も犯罪や非行をなくし、再犯防止のために活
動していきたい」と抱負を述べました。御船町保護司
会は、７月を強化月間として、「犯罪や非行を防止し、
立ち直りを支えよう」を行動目標に啓発パレードなど
行い、犯罪や非行をした人を社会から排除・孤立させ
るのではなく、再び受け入れる社会の実現に向け、啓
発活動を行いました。 犯罪や非行のない社会を目指します

小坂小学校が地域で田植え体験
　７月５日、小坂小学校（髙森康裕校長・227人）の５
年生が総合的な学習の授業で田植え体験を行いました。
今年も德永廣敏さん（陣）の水田で田植えが行われ、植
えたのはもち米の苗。子どもたちは、德永さんや地域の
人の指導を受けながら、苗をどんどん植えていきました。
德永さんは「お米を食べることはあっても、植えて育て
る機会はあまりない。この田植えでお米が育つ一連の流
れを知ってもらえれば」と話しました。毎年、田植えを
体験している西岡佑真くんは、「自分が植えた苗が育つ
のは楽しみ。収穫が待ち遠しい」と笑顔で話しました。

ＪＡかみましきが“ちゃぐりん”贈呈
　７月４日、ＪＡかみましきの田原要一代表理事副組
合長が、食と農をすすめる子ども雑誌「ちゃぐりん」
を町内小学校６校（165冊）に贈呈しました。この贈
呈は、食育の大切さを知ってもらうために行われてい
るもので、今年で18回目。この雑誌では、毎月旬の
野菜を使った料理を紹介したり、マンガで農産物や郷
土料理などをＰＲします。贈呈された藤木正幸町長は
「子どもたちには、小さいときから本物の農産物を知っ
てもらうために、この教材本を幅広く活用していきた
い」と話しました。贈呈した田原代表理事副組合長（右）と藤木町長（左）
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